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1. はじめに 

電気学会自動車技術委員会では，これまでに移動体のエ

ネルギーストレージデバイス技術について「移動体エネル

ギーストレージ技術調査専門委員会」(委員長：近藤圭一郎)
として平成 19 年(2007 年)4 月から平成 21 年(2009 年)3 月ま

での 2 年間の調査活動を行ってきた。しかし，日進月歩の

当該分野については，継続調査が必要であると判断し，「移

動体用エネルギーストレージシステム技術調査専門委員

会」(委員長：近藤圭一郎)を設置し，平成 21 年(2009 年)4
月から平成 23 年(2011 年)3 月までの 2 年間でさらなる調査

活動を行った。しかし，2011 年 3 月に発生した東日本大震

災にて，電気自動車やハイブリッド自動車の非常用電源と

しの役割が注目され，V2H，V2G などに代表される移動体

エネルギーストレージシステムと家庭・電力系統との連系

などの応用動向など，さらなる調査が必要であることから，

「移動体用エネルギーストレージシステム活用調査専門委

員会」(委員長：星伸一)を設置し，平成 24 年(2012 年)4 月か

ら平成 26 年(2014 年)3 月までの 2 年間で精力的に活動した。 
これまで 3 期に渡り移動体エネルギーストレージのシス

テム，デバイス，応用を調査してきたが，近年の電気自動

車，ハイブリッド電気自動車の急速な普及拡大や，鉄道そ

の他移動体においても電化の流れが加速している点，また，

バッテリや燃料電池，電気二重層コンデンサなどの蓄電技

術，新型の電池やメタンハイドレートなどの発展が著しい

点，電力変換器のさらなる小型高効率化の流れなどから，

それらの技術の動向とその適用例も含めてさらなる調査が

必要となっていることから，「移動体エネルギーストレー

ジシステムの摘要調査専門委員会」を設置し，平成 26 年

(2014 年)10 月から平成 28 年(2016 年)9 月までの 2 年間で精

力的に活動を行った。本技術報告書は，これらの活動によ

り得られた技術動向の調査結果をまとめたものである。 
本章では，委員会の活動状況について述べた後，本技術

報告の概要について述べる。 
 

1.1 委員会の活動状況 
本委員会でこれまで行ってきた調査活動の概要を以下に

示す。 
(１)委員会活動 
1. 第 1 回委員会 
日時：平成 26 年 10 月 28 日(火) 14:30～17:00 
場所：サニー貸会議室 301 号室 
主な議題：設置の経緯や今後の進め方について議論した。

そのほか，各委員の専門分野について説明し，今後の活動

内容に対する理解を深めた。 
 
2. 第 2 回委員会 
日時：平成 26 年 12 月 9 日(火) 14:30～17:30 
場所：サニー貸会議室 301 号室 

主な議題：「つばき eLINK」の話題提供があり，討論を行

った。 
 
3. 第 3 回委員会 
日時：平成 27 年 2 月 12 日(木) 13：00～17：00 
場所：名城大学 天白キャンパス共通教育棟(南)209 室 
主な議題：「MgBOX」，「EV 用リチウムイオン電池の開

発」に関する話題提供があり，討論を行った。また，名城

大学竹内准教授の案内で，青色発光ダイオード研究室見学

を行った。 
 
4. 第 4 回委員会 
日時：平成 27 年 4 月 21 日(火) 14:30～17:30 
場所：サニー貸会議室 301 号室 
主な議題：「電気駆動車両の新たな電気システムの提案」，

「燃料電池車 MIRAI」に関する話題提供があり，討論を行

った。 
 
5. 第 5 回委員会 
日時：平成 27 年 6 月 26 日(火) 14:30～17:00 
場所：明星大学 29 号館 1502 号室 
主な議題：「鉄道車両におけるエネルギーストレージの導

入状況」，「大阪光の森プロジェクト見学 -EV 蓄電池の再利

用の実証事業-」に関する話題提供があり，討論を行った。 
 
6. 第 6 回委員会 
日時：平成 27 年 10 月 27 日(火) 13：15～17：00 
場所：日本ケミコン福島事業所 
主な議題：「村田製作所で生産されているコンデンサ」に

関する話題提供があり，討論を行った。また，日本ケミコ

ン福島事業所の工場見学を行った。 
 
7. 第 7 回委員会 
日時：平成 27 年 12 月 10 日(火) 15：00～16：50 
場所：東北大学原子分子材料科学高等研究機構 
主な議題：「モータースポーツ用エネルギーストレージシ

ステム」，「1950 年式 EA 型電気自動車 デンソー号」に関

する話題提供があり，討論を行った。また，東北大学川治

先生・日立製作所鈴木様の案内により，高密度水素貯蔵材

料／高速イオン電導材料・全固体電池／水素化合成プロセ

スについて，研究室見学を行った。 
 
8. 第 8 回委員会 
日時：平成 28 年 2 月 12 日(火) 14：30～17：00 
場所：電気学会事務局 第 2 会議室 
主な議題：「SBH の可能性～世界初の粉で走る燃料電池車

と今後の展望～」，「EV Mobile Energy Storage」に関する話題

提供があり，討論を行った。 
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